
同
期
比
）に
つ
い
て
も
７
ポ

イ
ン
ト
減
で
は
あ
る
も
の
の

（＋）
７
と
プ
ラ
ス
値
で
あ
り
、

こ
の
間
、
２
年
６
ヵ
月
連
続

で
プ
ラ
ス
値
と
な
り
、
仕
入

単
価
の
上
昇
傾
向
が
続
い
て

い
る
。
収
益
状
況
Ｄ
Ｉ（
前

年
同
期
比
）は
、２
ポ
イ
ン
ト

減
の

（−） 

32
と
わ
ず
か
な
減
少

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
マ

イ
ナ
ス
値
で
あ
る
こ
と
か
ら

依
然
と
し
て
経
営
が
厳
し
い

状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。「
経

営
上
の
問
題
点
」
を
見
る
と

「
売
上
、
受
注
の
停
滞
減
少
」

が
66
％
と
最
も
高
く
、
次
い

で
「
工
場
、機
械
の
老
朽
化
」

■
製
造
業
の
景
況
は
前
回
の

調
査
よ
り
大
き
く
悪
化
し
、

３
期
連
続
の
減
少
と
な
っ
た

　

製
造
業
で
は
、
景
況
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）は
前
回
調
査

よ
り
14
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

33

と
、
前
回
調
査
よ
り
大
き
く

悪
化
し
、生
産
・
売
上
額
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）も
13
ポ
イ
ン

ト
減
の

（−） 

30
、前
回
調
査
ま

で
は
２
期
連
続
で
ゆ
る
や
か

な
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た

が
、今
回
調
査
で
大
き
く
悪

化
し
た
。販
売
単
価
Ｄ
Ｉ（
前

年
同
期
比
）は
３
ポ
イ
ン
ト

減
の

（−） 

24
と
や
や
減
少
し
て

お
り
、仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ（
前
年

製
造
業
は

３
期
連
続
の
減
少
に
…

　

東
大
阪
市
経
済
部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
今
年
７
〜
９
月
期
（
年
４
回
実
施
、

平
成
24
年
度
第
２
四
半
期
）
の
東
大
阪
市
内
中
小
企
業
の
動
向
調
査
結
果
を

発
表
し
た
。

　

平
成
24
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

東
消
防
署
が
地
元
の
消
防
団

や
住
民
ら
と
瓢
箪
山
中
央
商

店
街
サ
ン
ロ
ー
ド
瓢
箪
山

（
昭
和
町
１
・
本
町
６
）
で

消
防
訓
練
を
行
っ
た
。

　

こ
の
消
防
訓
練
は
、
消
防

庁
が
実
施
し
て
い
る
平
成
24

年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

の
一
環
事
業
と
し
て
東
大
阪

市
消
防
局
が
行
っ
た
も
の
で
、

商
店
街
の
よ
う
な
消
火
活
動

が
困
難
な
施
設
の
消
防
訓
練

を
地
元
の
消
防
団
や
住
民
と

実
施
す
る
こ
と
で
、
防
火
管

理
体
制
の
確
立
や
地
域
に
お

け
る
防
火
意
識
の
高
揚
お
よ

び
避
難
誘
導
の
重
要
性
な
ど

を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。
今
年
は
東
消
防
署
や

消
防
団
の
他
、
地
元
の
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
ら

約
70
人
が
参
加
し
、
は
し
ご

車
や
ポ
ン
プ
車
な
ど
計
10
台

の
車
両
が
集
結
し
た
。

度
向
上
」
が
今
回
の
調
査
で

15
％
の
大
幅
減
で
37
％
と
３

番
目
に
高
い
数
値
と
な
っ
た

一
方
で
、
前
回
調
査
で
７
％

減
少
の「
老
朽
設
備
の
更
新
」

は
、
今
回
の
調
査
で
９
％
増

の
59
％
と
な
り
、
再
び
最
も

高
い
数
値
に
戻
り
、
次
い
で

「
生
産
性
の
向
上
」
が
10
％

の
大
幅
増
で
40
％
と
２
番
目

に
高
い
数
値
と
な
っ
た
。
そ

の
他
「
増
産
又
は
売
上
能
力

の
拡
充
」
は
７
％
減
の
35
％
、

「
新
製
品
の
生
産
又
は
取
扱

い
」
が
２
％
減
の
26
％
、「
新

規
事
業
へ
の
進
出
、
兼
業
」

は
４
％
減
の
６
％
と
い
ず
れ

も
前
回
調
査
の
増
加
傾
向
か

ら
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
布
施
の
有

効
求
人
倍
率
は
、
前
年
同
期

比
で
は
着
実
に
改
善
し
て
は

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

低
い
水
準

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
布
施
（
東

大
阪
市
・
八
尾
市
管
轄
）
の

有
効
求
人
倍
率
（
原
数
値
）

に
つ
い
て
、
調
査
対
象
期
の

３
ヵ
月
平
均
を
前
年
同
期
比

と
比
較
す
る
と
０
・
49
か
ら

０
・
59
と
改
善
し
て
お
り
、

こ
の
２
年
半
の
間
は
わ
ず
か

な
改
善
を
継
続
し
て
い
る
も

の
の
依
然
と
し
て
低
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今

回
調
査
で
製
造
業
の
雇
用
人

員
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
前

回
調
査
と
変
わ
ら
ず

（−）
１
ポ

イ
ン
ト
の
横
ば
い
と
な
っ
た

一
方
、
前
回
調
査
で
減
少
に

転
じ
て
い
た
非
製
造
業
の
雇

用
人
員
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）

で
は
、
４
ポ
イ
ン
ト
増
の

（−）

９
と
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
再

び
持
ち
直
し
て
い
る
。

■
製
造
業
の
従
業
員
規
模
別

で
は
、
約
３
年
ぶ
り
に
全
て

の
規
模
で
マ
イ
ナ
ス
値
と
な

っ
た

　

製
造
業
の
景
況
Ｄ
Ｉ（
前

年
同
期
比
）を
規
模
別
に
見

る
と「
１
〜
３
人
」で
３
ポ
イ

ン
ト
増
の

（−） 

41
と
、
前
回
調

査
の
大
幅
な
悪
化
か
ら
わ
ず

か
に
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
値
が

大
き
く
景
況
は
厳
し
い
。「
４

〜
19
人
」
で
は
７
ポ
イ
ン
ト

減
の

（−） 

40
と
２
期
連
続
の
悪

化
と
な
り「
20
〜
49
人
」で
も

24
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
減
の

（−） 

31
と
な
っ
た
。さ
ら
に「
50
〜

99
人
」で
も
今
回
調
査
で
40

ポ
イ
ン
ト
大
幅
減
の

（−） 

24
と

な
り
、
４
期
連
続
の
プ
ラ
ス

値
か
ら
マ
イ
ナ
ス
値
に
転
じ

た
こ
と
で
、
製
造
業
の
従
業

員
規
模
別
で
は
約
３
年
ぶ
り

に
全
て
の
規
模
で
マ
イ
ナ
ス

値
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

■「
今
後
の
景
況
に
影
響
を

与
え
る
要
因
」で
は
、製
造
業

で
は
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
景
気

動
向
」
な
ど
が
前
回
調
査
に

比
べ
て
増
加
。
ま
た
非
製
造

業
で
は
、
公
共
投
資
や
民
間

投
資
へ
の
期
待
感
が
増
し
て

い
る

　

製
造
業
で
は
、
景
況
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）は
前
回
調
査

続
の
悪
化
と
な
っ
た
。
販
売

単
価
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は

５
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

31
で
、

仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期

比
）に
つ
い
て
は
、
前
回
調

査
と
同
様
の

（＋） 

３
、
ま
た
収

益
状
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）

は
前
回
調
査
で
わ
ず
か
に
改

善
が
見
ら
れ
た
も
の
の
今
回

調
査
で
５
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 
43
と
再
び
悪
化
し
、
非
製
造

業
の
経
営
環
境
も
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
「
経
営
上
の
問
題
点
」で
は

製
造
業
と
同
様
に
、
依
然
と

し
て
「
売
上
、
受
注
の
停
滞

減
少
」
が
62
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
競
争
の
激
化
」
が

42
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

「
納
入
先
等
か
ら
の
値
下
げ

要
請
」
は
２
％
減
の
23
％
で

前
回
調
査
に
引
き
続
き
２
期

連
続
の
ゆ
る
や
か
な
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
、
過
去
２
年

間
で
は
比
較
的
高
い
数
値
で

あ
り
、
デ
フ
レ
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。「
原

材
料（
仕
入
商
品
）高
」
に
つ

い
て
は
、
前
回
調
査
で
４
％

の
減
少
に
転
じ
て
い
た
が
、

今
回
調
査
で
３
％
増
の
13
％

と
再
び
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
他
「
後
継
者
問
題
」
が
今

回
調
査
で
７
％
増
の
16
％
と
、

約
２
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と

な
っ
た
。来
期
見
通
し
、来
々

期
見
通
し
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期

比
）は
そ
れ
ぞ
れ
８
ポ
イ
ン

ト
減
の

（−） 

31
、
15
ポ
イ
ン
ト

減
の

（−） 

35
と
２
期
連
続
の
悪

化
と
な
り
、
製
造
業
と
同
様

に
先
行
き
へ
の
不
透
明
感
が

増
し
て
い
る
。「
今
後
の
景

況
に
影
響
を
与
え
る
要
因
」

で
は「
個
人
消
費
の
動
向
」が

11
％
減
で
は
あ
る
も
の
の
48

％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
内

需
の
動
向
」
が
前
回
調
査
と

横
ば
い
の
47
％
と
な
り
「
原

油
価
格
」
も
前
回
調
査
と
同

様
の
27
％
と
、
い
ず
れ
も
大

き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

一
方「
民
間
投
資
の
動
向
」が

４
％
増
の
26
％
、「
公
共
投

資
の
動
向
」
も
６
％
増
の
24

％
と
な
り
、
公
共
投
資
や
民

間
投
資
へ
の
期
待
感
が
増
し

て
い
る
。「
為
替
相
場
の
変

動
」に
つ
い
て
は
、２
％
増
の

18
％
と
わ
ず
か
な
増
加
に
と

ど
ま
っ
た
。

■
製
造
業
の
設
備
投
資
で
は
、

前
回
調
査
に
引
き
続
き
大
き

な
盛
り
上
が
り
は
見
ら
れ
な

い
　

製
造
業
の
設
備
投
資
に
つ

い
て
「
不
足
設
備
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
企
業
は
、
前
回

調
査
よ
り
１
％
減
の
38
％
で

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
２
期
連

続
の
減
少
と
な
り
「
過
剰
設

備
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
企

業
は
、
前
回
調
査
よ
り
２
％

増
の
26
％
と
わ
ず
か
に
増
加

し
た
。
ま
た
「
今
期
に
投
資

実
績
が
あ
る
」
と
し
た
企
業

は
21
％
、「
来
期
に
設
備
投

資
の
計
画
が
あ
る
」
と
し
た

企
業
は
22
％
と
い
ず
れ
も
前

回
調
査
と
変
わ
ら
ず
横
ば
い
、

ま
た
「
来
々
期
に
設
備
投
資

の
計
画
が
あ
る
」
と
し
た
企

業
は
前
回
調
査
よ
り
３
％
減

の
12
％
で
、
２
期
連
続
の
ゆ

る
や
か
な
増
加
か
ら
わ
ず
か

な
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
前

回
調
査
に
引
き
続
き
、
設
備

投
資
の
大
き
な
盛
り
上
が
り

は
見
ら
れ
な
い
。

　

設
備
投
資
の
目
的
で
は
、

前
回
調
査
で
最
も
高
い
数
値

に
転
じ
た
「
製
品
の
品
質
精

よ
り
14
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

33

と
、
前
回
調
査
よ
り
大
き
く

悪
化
し
た
。
ま
た
「
経
営
上

の
問
題
点
」を
み
る
と「
工
場
、

機
械
の
老
朽
化
」
が
今
回
調

査
で
28
％
と
徐
々
に
増
加
し

て
お
り
、
こ
こ
数
年
の
調
査

で
最
も
高
い
水
準
と
な
っ
た
。

製
造
業
の
「
今
後
の
景
況
に

影
響
を
与
え
る
要
因
」
で
も

「
ア
ジ
ア
諸
国
の
景
気
動
向
」

が
前
回
調
査
よ
り
も
７
％
増

の
23
％
と
増
加
し
、
こ
こ
数

年
の
調
査
で
は
最
も
高
い
水

準
と
な
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

景
気
動
向
へ
の
懸
念
を
伺
わ

せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

製
造
業
の
設
備
投
資
で
は
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
は
見
ら

れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
目
的

と
し
て
は
「
老
朽
設
備
の
更

新
」が
、前
回
調
査
の
７
％
減

か
ら
９
％
増
の
59
％
と
な
り
、

最
も
高
い
数
値
と
な
っ
た
。

非
製
造
業
で
も
、
今
期
の
景

況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
８

ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

36
で
２
期

連
続
の
悪
化
と
な
り
、
依
然

と
し
て
経
営
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
の
「
今
後
の
景

況
に
影
響
を
与
え
る
要
因
」

で
は
「
民
間
投
資
の
動
向
」

は
４
％
増
の
26
％
、「
公
共

投
資
の
動
向
」
も
６
％
増
の

24
％
と
な
り
、
公
共
投
資
や

民
間
投
資
へ
の
期
待
感
が
増

し
て
い
る
。
来
期
以
降
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
、製
造
業
・

非
製
造
業
と
も
不
透
明
感
が

増
し
て
い
る
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
商
店
街

に
面
す
る
ビ
ル
の
２
階
で
発

生
し
た
火
災
が
関
係
者
に
よ

り
初
期
消
火
お
よ
び
避
難
誘

導
を
実
施
す
る
が
、
商
店
街

の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
延
焼
が
拡

大
し
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い

る
と
い
う
想
定
で
実
施
さ
れ

た
。
訓
練
が
始
ま
る
と
煙
が

ビ
ル
か
ら
あ
が
り
、
施
設
関

係
者
に
よ
る
通
報
・
避
難
誘

導
・
初
期
消
火
・
ア
ー
ケ
ー
ド

の
開
放
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
消
防
関
係
者
に
よ

る
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
で
模
擬

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
断
し
、
ビ

ル
１
階
の
要
救
助
者
を
救
出
。

ま
た
、
昇
降
は
し
ご
を
使
用

し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
に
進

入
し
、
取
り
残
さ
れ
た
要
救

助
者
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
担
架
に

収
容
し
た
後
、
ブ
リ
ッ
ジ
と

い
わ
れ
る
斜
め
の
ロ
ー
プ
で

が
28
％
と
徐
々
に
増
加
し
て

お
り
、
こ
こ
数
年
の
調
査
で

最
も
高
い
水
準
の
数
値
と
な

っ
た
。
ま
た
、
前
回
調
査
で

２
期
連
続
の
増
加
か
ら
減
少

に
転
じ
て
い
た「
原
材
料（
仕

入
商
品
）高
」は
、
今
回
調
査

で
さ
ら
に
５
％
減
の
16
％
と

な
り
「
仕
入
れ
先
か
ら
の
値

上
げ
要
請
」
は
３
％
減
の
７

％
と
２
期
連
続
の
減
少
。「
納

入
先
か
ら
の
値
下
げ
要
請
」

も
６
％
減
の
16
％
と
い
ず
れ

も
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
経
営
上
の
問
題

点
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

製
造
業
の
来
期
見
通
し
Ｄ

Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
、
前
回

調
査
の
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
か

ら
今
回
調
査
で
20
ポ
イ
ン
ト

減
の

（−） 

29
と
な
り
、
ま
た
来

々
期
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ（
前
年

同
期
比
）に
つ
い
て
も
、
前

回
調
査
の
12
ポ
イ
ン
ト
減
か

ら
今
回
調
査
で
26
ポ
イ
ン
ト

減
の

（−） 

35
と
い
ず
れ
も
大

き
く
悪
化
し
て
お
り
、
先
行

き
へ
の
不
透
明
感
が
増
し
て

い
る
。

　
「
今
後
の
景
況
に
影
響
を

与
え
る
要
因
」を
み
る
と「
内

需
の
動
向
」
の
54
％
が
依
然

と
し
て
最
も
高
く
、
次
い
で

「
為
替
相
場
の
変
動
」が
１
％

減
の
ほ
ぼ
横
ば
い
で
31
％
の

順
と
な
っ
て
い
る
。ま
た「
ア

ジ
ア
諸
国
の
景
気
動
向
」
が

前
回
調
査
よ
り
も
７
％
増
の

23
％
。「
国
際
情
勢
の
変
化
」

も
３
％
増
の
12
％
と
増
加
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
こ
こ
数

年
の
調
査
で
は
比
較
的
高
い

水
準
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
諸
国

や
世
界
経
済
の
動
向
へ
の
懸

念
を
伺
わ
せ
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

■
非
製
造
業
の
景
況
は
、
２

期
連
続
の
悪
化
で
、
経
営
環

境
は
非
常
に
厳
し
い

　

今
期
の
景
況
Ｄ
Ｉ（
前
年

同
期
比
）は
８
ポ
イ
ン
ト
減

の
（−） 

36
、
生
産
・
売
上
額
Ｄ

Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
５
ポ
イ

ン
ト
減
の

（−） 

33
と
２
期
連

地
上
ま
で
降
ろ
し
救
急
車
で

搬
送
し
た
。
救
出
完
了
後
に

訓
練
副
指
揮
者
の
警
笛
で
東

消
防
署
と
地
元
消
防
団
が
一

斉
放
水
を
行
っ
た
。

　

訓
練
総
指
揮
者
の
生
野
茂

規
東
消
防
署
長
は
、「
本
日

は
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
連
続
不
審
火
の
犯
人
は

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
東
大
阪
は
火
災
が
多
い

で
す
。
家
の
周
り
を
整
理
整

頓
す
る
な
ど
、
放
火
さ
れ
な

い
環
境
づ
く
り
を
地
域
の
方

に
は
お
願
い
し
ま
す
」
と
講

評
を
行
っ
た
。

瓢
箪
山
商
店
街

サ
ン
ロ
ー
ド
で
消
防
訓
練

東大阪市の景気動向調査の結果東大阪市の景気動向調査の結果

全業種で厳しい環境

※ＤＩとは、好況（増加、上昇、好転）と回答した企業の比率から不況（減少、下降、悪化）と回答した企業の
　比率を引いた数値であり、判断の目安となる指数である。



　

数
多
く
の
企
業
が
取
り
入

れ
て
い
る
朝
礼
。
し
か
し
、

そ
の
形
は
会
社
ご
と
に
異
な

る
。
今
回
は
朝
礼
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
１
年
で
約
50

社
の
朝
礼
を
取
材
し
て
き
た

筆
者
が
見
る
朝
礼
と
は
何
か
、

そ
し
て
成
果
に
結
び
つ
い
て

い
る
会
社
の
朝
礼
の
共
通
点

に
つ
い
て
書
く
。

　

突
き
詰
め
れ
ば
、
朝
礼
と

は
社
風
と
可
能
性
。
社
風
と

は
、
仕
事
前
の
10
分
〜
15
分

の
朝
礼
に
対
す
る
準
備
力
、

切
り
替
え
、
雰
囲
気
、
緊
張

感
な
ど
仕
事
や
職
場
に
対
す

る
意
識
の
表
れ
で
あ
り
、
会

社
の
縮
図
と
言
え
る
。
こ
の

考
え
を
応
用
し
て
、
採
用
前

に
自
社
の
朝
礼
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
朝
礼
を
通
じ
て
社

風
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で

本
人
が
入
社
を
希
望
す
る
か

の
判
断
材
料
に
し
て
い
る
会

社
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
採

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減
ら
す

効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

次
に
可
能
性
と
は
、
１
日

わ
ず
か
10
分
で
あ
っ
て
も
年

間
２
４
０
日
行
え
ば
２
４
０

０
分
。
１
日
８
時
間
勤
務
な

ら
、
日
数
に
置
き
換
え
る
と

５
日
間
も
朝
礼
に
使
っ
て
い

る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、

老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【 　

】
20

コ
ス
モ
ス
の
丘
に
思
う

コ
ス
モ
ス
の
丘
に
思
う

　

昨
夜
、
犬
の
散
歩
に
出
か
け
る
と
急
に
肌
寒
か
っ
た
。

今
朝
の
朝
刊
を
読
む
と
木
枯
ら
し
が
吹
い
た
と
出
て
い

た
。
寒
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

今
年
は
猛
暑
か
ら
秋
を
飛
ば
し
て
冬
が
来
た
。
近
所
の

花
屋
さ
ん
で
買
っ
た
コ
ス
モ
ス
も
小
さ
い
植
木
鉢
の
中
で

震
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

今
日
は
昼
は
少
し
は
あ
っ
た
か
そ
う
で
あ
る
。
群
生
し

て
い
る
の
を
見
に
行
く
こ
と
に
し
て
、
足
の
便
の
良
い
い

つ
も
の
万
博
公
園
に
出
か
け
る
。

　

コ
ス
モ
ス
展
の
最
終
日
に
近
か
っ
た
が
間
に
合
う
。
中

央
口
を
入
る
が
コ
ス
モ
ス
の
丘
は
奥
の
方
で
あ
る
。
万

博
の
ア
メ
リ
カ
館
跡
を
通
る
。
こ
こ
に
月
の
石
が
あ
っ
た

が
長
蛇
の
列
に
諦
め
て
帰
っ
た
と
思
い
、
遠
足
の
小
学
生

た
ち
と
す
れ
違
い
な
が
ら
１
キ
ロ
程
歩
い
て
目
的
地
に
到

着
。
丘
一
面
に
コ
ス
モ
ス
の
花
。
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
も
太
陽
の
塔
と
い
い
、
今
で
は
財
政
的
に
で

き
な
い
大
き
な
施
設
で
あ
る
。

　

丘
の
先
に
は
最
近
出
来
た
阪
大
病
院
、
民
族
博
物
館
が

見
え
る
。
梅
棹
忠
夫
先
生
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
、
時
の
流
れ

と
、
元
気
で
あ
っ
た
大
阪
を
思
う
。
こ
の
都
市
は
何
か
手

順
を
違
え
て
活
力
源
を
喪
失
し
た
の
か
と
思
い
な
が
ら
コ

ス
モ
ス
の
丘
を
去
っ
た
。

朝
礼
と
は
特
に
明
確
に
こ
れ

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
形
が
な
い
。
つ
ま
り
使

い
方
は
自
由
。
こ
の
自
由
時

間
を
効
果
的
に
活
用
で
き
れ

ば
、
１
年
後
に
結
果
と
し
て

返
っ
て
く
る
。

　

特
に
結
果
が
表
れ
る
の
が

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
式
。
多
く
の

会
社
で
行
わ
れ
る
の
が
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
式
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

や
ら
さ
れ
感
が
残
る
と
、
多

く
の
人
は
言
わ
れ
た
と
こ
ろ

ま
で
や
る
と
い
う
選
択
を
す

る
。
言
い
か
え
れ
ば
言
わ
れ

た
こ
と
以
上
は
し
な
い
と
い

う
選
択
を
す
る
。
一
方
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
式
は
決
ま
っ
た
や

り
方
が
な
く
、
ま
さ
に
手
探

り
。
だ
か
ら
こ
そ
担
当
者
は

考
え
る
力
、伝
え
る
力
、責
任

八
尾
市
陽
光
園

　
　
　

  　

１
ー
５
ー
６

　
　
　

大
北
ビ
ル
２
階

☎
０
７
２・
９
２
８・
５
８
８
０

労
務
士
事
務
所

く
ろ
か
わ
社
会
保
険

朝
礼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

黒
河
龍
二

　

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校

（
山
口
武
史
校
長
）
が
創
立

70
周
年（
定
時
制
併
置
64
年
）

を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
11
月
４
日
東
大
阪
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
（
東
大
阪
市

永
和
２
）
で
記
念
式
典
が
在

校
生
中
心
に
行
わ
れ
た
。

　

記
念
式
典
の
後
、
ア
イ
リ

ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会
社
の
代

表
取
締
役
、
大
山
健
太
郎
さ

ん（
17
期
生
）が
「
ピ
ン
チ
は

ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う

演
題
で
講
演
し
た
。
自
ら
道

を
切
り
拓
い
て
き
た
大
山
さ

ん
の
話
を
生
徒
た
ち
は
息
を

飲
ん
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、劇
団
維
新
派（
松

本
雄
吉
・
18
期
生
）に
よ
る
ヂ

ャ
ン
ヂ
ャ
ン
オ
ペ
ラ
「
な
つ

ま
つ
り
」「
ヒ
ト
カ
タ
」が
上

演
さ
れ
た
。
現
代
美
術
に
通

感
が
養
わ
れ
る
。
ま
た
、
後

輩
や
同
僚
が
主
導
で
行
う
こ

と
で
、
意
見
や
自
由
な
発
想

が
生
ま
れ
や
す
い
環
境
が
で

き
る
。
そ
れ
が
仕
事
に
も
反

映
さ
れ
、
お
互
い
の
意
思
疎

通
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
効

果
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
１
日

２
日
で
劇
的
に
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
毎
日
の
積
み

重
ね
が
半
年
後
、
１
年
後
、

10
年
後
の
人
財
と
会
社
を
創

る
。

　

成
果
に
結
び
つ
い
て
い
る

会
社
の
朝
礼
は
遊
び
心
が
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
前
の
切

り
替
え
で
も
あ
る
か
ら
遊
び

で
は
な
い
。
し
か
し
、
遊
び

心
を
持
つ
こ
と
で
心
に
ゆ
と

り
が
生
ま
れ
、
と
か
く
陥
り

が
ち
な
周
り
が
見
え
ず
に
ミ

ス
を
し
た
り
、
短
絡
的
な
判

じ
る
独
特
な
舞
台
に
生
徒
た

ち
は
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。

最
後
は
布
施
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い

の
演
奏
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王

寺
区
上
本
町
６
）
に
会
場
を

移
し
て
、
同
窓
会
総
会（
宇

根
誠
一
会
長
）
そ
し
て
創
立

70
周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
か

れ
た
。
会
場
に
は
同
窓
生
ら

約
３
３
０
人
が
集
ま
っ
た
。

断
や
行
動
を
す
る
こ
と
が
減

る
。
ま
た
、
問
題
に
対
し
て

も
同
僚
や
上
司
、
部
署
な
ど

で
問
題
を
共
有
し
、
チ
ー
ム

と
し
て
問
題
解
決
や
改
善
に

取
り
組
む
社
風
が
で
き
て
く

る
。

　

最
後
に
、
朝
礼
を
う
ま
く

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

会
社
は
成
長
す
る
。
そ
し
て

こ
の
こ
と
を
１
社
で
も
多
く

伝
え
、
地
元
八
尾
、
そ
し
て

大
阪
に
明
る
く
元
気
な
会
社

が
増
え
る
こ
と
を
願
う
。

墨
で
描
く
大
貫
正
人
墨
画
展

祝
宴
の
後
、吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

の
演
奏
、
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ

ス
ト
椿
彩
綺
さ
ん（
43
期
生
）

の
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
で
盛

り
上
が
っ
た
。

　

最
後
は
、
布
施
高
等
学
校

に
校
歌
が
な
か
っ
た
時
代
、

校
歌
の
か
わ
り
に
歌
わ
れ
て

い
た
自
治
会
歌
を
合
唱
し
、

青
春
時
代
を
懐
か
し
ん
だ
。自治会歌を合唱し青春時代を懐かしむ

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
く
ら
道

（
八
尾
市
山
本
町
南
３
）
で

11
月
３
日
と
４
日
「
墨
で
描

く
大
貫
正
人
墨
画
展
」
が
開

か
れ
た
。

　

墨
で
繊
細
に
描
か
れ
た
美

人
画
と
奈
良
の
仏
像
の
美
し

さ
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
道
行

く
人
も
足
を
止
め
じ
っ
と
見

入
っ
て
い
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
く
ら
道
で

は
様
々
な
展
覧
会
が
行
わ
れ

て
い
る
。
来
年
の
予
定
は
次

の
通
り
。▽
１
月
12
〜
13
日
・

絵
手
紙
展
、
▽
２
月
２
〜
３

日
・
編
み
物
展
、
▽
３
月
２

〜
３
日
・
モ
ラ
手
芸
展
、
▽

４
月
６
〜
７
日
・
日
本
画
展
、

▽
５
月
４
〜
５
日
・
木
工
展
、

▽
６
月
１
〜
２
日
・
水
彩
画

展
、
▽
７
月
６
〜
７
日
・
ね

ル
こ
ギ
ル
ド
展
〜
猫
た
ち
に

よ
る
癒
し
の
世
界
、
▽
８
月

３
〜
４
日
・
水
彩
画
展
、
▽

９
月
７
〜
８
日
・
戸
塚
刺
繍

展
、
▽
10
月
５
〜
６
日
・
油

絵
展
、
▽
11
月
２
〜
３
日
・

水
彩
画
押
花
展
、
▽
12
月
７

〜
８
日
・
ア
メ
リ
カ
ン
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
展
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
く
ら
道
で
開
催

朝
礼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

黒
河
龍
二

朝
礼
と
は
社
風
と
可
能
性

朝礼拝見
－９－

大
阪
府
立

布
施
高
等
学
校
創
立
70
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
盛
大
に
開
か
れ
る

「リーダーには構想力、行動力、共感力
が必要です」と話す大山健太郎さん

エレガントな歌声で会に花を添える
椿彩綺さん

不
思
議
な
魅
力
で
観
客
を

引
き
込
む
劇
団
維
新
派

　

八
尾
市
恩
智
中
町
５
に
住

む
森
田
宗
和
さ
ん
（
本
名
・

和
美
さ
ん
、77
）が
、今
年
５

月
３
日
に
松
井
一
郎
大
阪
府

知
事
よ
り
文
化
芸
術
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
茶
会
が
10
月

28
日
に
感
應
院
（
八
尾
市
恩

智
中
町
５
）
で
行
わ
れ
た
。

　

森
田
さ
ん
は
、
昭
和
41
年

裏
千
家
安
西
宗
敏
さ
ん
に
師

事
、
昭
和
61
年
教
授
、
平
成

３
年
社
団
法
人
大
阪
茶
道
会

の
東
支
部
長
に
な
り
、
感
應

院
で
月
例
釜
や
文
化
講
座
を

２
０
０
回
余
り
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
文
化
の
振
興
に
尽

く
し
て
き
た
。

　

生
徒
の
中
村
宗
昌
さ
ん
に

よ
る
と
「
森
田
先
生
は
茶
道

一
筋
で
、
茶
道
の
指
導
は
優

し
さ
の
な
か
に
厳
し
さ
が
あ

記念茶会で挨拶をする森田宗和さん

り
、
と
も
か
く
惜
し
み
な
く

教
え
て
く
れ
ま
す
」。
森
田

さ
ん
は
恩
智
地
区
婦
人
会
の

会
長
、
ご
詠
歌
の
指
導
な
ど

も
し
て
い
る
。

文化芸術功労者として
森田宗和さんが表彰される

感應院で記念茶会開催

ギャラリーさくら道の前に立つ大貫正人さん


